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1主 題設定の理由
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課 題

基礎 ・基本を確実に身に付けること

・身の回りの事象を数理的に考察するための基礎 ・基本

・論理的思考力など、問題解決能力を身に付けていく上での基礎 ・基本

・将来数学を学習した り、利用 した りする際の基礎 ・基本

「数学的活動の充実」と確かな知識の獲得

「自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら問題 を解決していく」数学学習の実現

課題学習の充実、選択教科としての 「数学」の拡充

なぜ、数学を学ぶのか(数 学を学ぶ意義を知る)

畢
研究主題

数学的活動の充実を図る指導の工夫

基礎的 ・基本的な内容の確実な定着を図るとともに、観察、操作や実験な どを通 し

た課題学習を充実 し、数学的活動の楽しさ、数学的な見方や考え方のよさを知 り、進

んで活用する態度を育成する。

共通主題 をうけ、次の3つ の分科会主題を決め、研究を深めることにした。

2各 分科会の主題名
動機付けM… ヒ々…"

Ψ
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1
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う

國 生徒が生き生きと取 り組みながら基礎 ・基本を身に付ける文字導入の工夫

/

回 学び合 いを重視 した学習指 導の工夫
一文字式の計算と一次方程式の解法を通して一 ＼

回 楽 しみなが ら、意欲的 ・主体的に取 り組む選択授業の工夫

＼ ＼ 嘩夢
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1班

1研 究の構想

生徒が生き生きと取り組みながら基礎・基本を身に付ける文字導入の工夫

生 徒 の 実 態

・正負の数の計算よ り、文字の入った計

算を難 しいと感 じている生徒が多い。
・文字の有用性を十分に理解 しないまま

文字を使用する生徒が多い。
・結果を出す ことを重視 し、見方 ・考え

方の過程を軽視 している生徒が多い。

・個々の習熟の程度や意欲の差がある。

指導の現状 と課題

・小学校における文字や式の指導 との関

連を十分に踏まえて指導する必要があ

る。

・文字の導入時の指導 に十分な時間をか

ける必要がある。

・生徒の文字についての興味 ・関心、学

習状況等の個人差を踏まえた指導方法

の改善を図る必要がある。

・生徒の興味 ・関心を喚起する教材の活

用や指導の工夫が一層求め られる。

・数学的な活動を取 り入れやすい教材開

発が必要である。

研 究 の ね ら い

生徒の実態、指導の現状 と課題 をふまえ、下記のような生徒を育てる。

文字を 「数の入る場所」としてとらえ、文字の有用性を理解する。

数学的な見方や考え方のよさを知る。

数学的活動の楽 しさを知る。

主体的な学び、自ら問題解決 に取 り組む態度を育成する。

研 究 の 内 容 方 法

生徒 に文字 についてのアンケー ト調査を実施する。

研究のね らいを明確にし、研究の構想図を作成する。

研究のね らいに沿 って、文字 と式の導入を題材 として、下記の点に留意 して指導方

法の工夫改善を図る。

(1)文 字の導入時の指導 を工夫し、文字の意味や有用性、便利さについの理解 を図る

授業を行 う。

(2)生 徒に興味 ・関心を持たせ、意欲的に学習に取 り組むことができるようにするた

め、身近なわか りやすい題材を取 り上げる。

(3)指 導方法の改善を図るとともに、生徒が生き生きと取 り組むための学習場面を設

定する。

4授 業研究 を通 して、指導方法の改善や学習場面の設定の工夫を行う。
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皿 研究の内容

1ア ンケー トの実施 ・考察

文字使用の必要性について どのような意識を持っているか、すでに文字 と式を学習 した公立

中学校4校 の2、3年 生の生徒855名 を対象に調査を行 い、文字導入の指導の参考 とした。

(1)文 字に関するアンケー トの実施

① 正負の数の計算について、 どのような印象を持っていますか。

2年 生3年 生

簡単

38

難 しい

11%

やや簡単

35%

やや難しい

18%

単

覧

簡

4

難しい

9%や や難しい

14%

やや簡単

36%

② 文字の計算について、どのような印象を持っていますか。

2年 生 3年 生

やや 簡

33%

単

弘

簡

17

難 しい

19%

や や 難 しい

31%

監

やや簡単

32%

難 しい

18%

や難しい

30%

③ 文字の必要性 を感 じますか。

2年 生

必要性を感 じない生徒の意見

・日常生活で使 う例がないと思 う。

・文字を使 う意味が分か らないか ら。

・社会に出ると四則 しか使わない。

呂魏

3年 生

・将 来 の ことを考 え る とあま り使 わな い。

・基 礎 を知 れ ばあ とは数でや れ ばいい。

・文 字 と数 の使 い方が難 しくて混 乱す る。

晦 じる1
ロ感じない1
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必要性を感 じた生徒の意見

・複雑な計算のときに文字を使うと便利である。

・理科や図形の公式などに使 う。

・証明問題を解 くとき文字を使 うとわか りやす くなるか ら。

・文字を使って問題を解 くと、考える力が広が り理解力が増す。

・小学校では口、○を使い面倒 と思ったが、x、yな らばわか りやすいし、かっこいい。

(2)ア ンケー ト結果の考察

学年に関わ らず、正負の数の計算に比べ明らかに文字の計算に対 して苦手意識が強い こと

が伺われる。数に比べて文字 は抽象性が高いため身近なものとして捉えられないこと、文字

を使用する理 由の理解が不足 しているためと考え られる。

また、文字の必要性 については、2年 生では半分程度 しか必要性 を感 じていないのに対 し、

3年 生では半分以上の生徒が必要性を感じている。 これは学習が進むにつれて、文字使用の

有用性 を感 じる場面が増えてきていることが考え られ る。

2題 材の設定の理 由

本研究では、文字の導入時における基礎的 ・基本的な考え方 を明確 にし、生徒が生き生き

と取 り組める指導内容 ・方法の工夫 ・改善を試みた。

文字 と式の学習は、その後の方程式や関数の学習の基礎となるばか りではな く、「数学的活

動の充実」を図 り、「数学的な見方 ・考え方」を養うためには欠かせないものである。ところ

が、平成14年 度よ り文字は中学校で初めて指導することになる。また、実態調査の結果か

らわかるように、正負の数の計算 に比べ、文字の式の計算に難 しさを感 じる生徒が多 く、そ

の必要性 についての理解 も不十分な現状がある。そこで、「文字 とは、 どういうものか」「文

字 を使 うと、どのようなよさがあるのか」な ど、文字を用いる ことの意義を明確 にする指導

が必要であると考えた。そ して、文字 と式の導入の際、文字のもつ意味と文字を用いて式に

表現す る必要性についての指導 をていねいに取 り扱うことが、 これか らの学習における意欲

や理解度を左右する大きなポイ ン トになるといえる。

まず、文字 には 「定数」 「未知数」 「変数」 としての見方がある。 どの場合でも文字は数を

表 しているので、文字の導入時には、「文字とは数が入る場所である」として具体的に理解 さ

せることが重要であると考えた。そ こで、理解 し易い教具 として 「箱」を使用した。

次 に、文字使用の必要性 についてであるが、調査からもわかるようにそれは学習が進み実

際に文字を使うことによって、徐々に理解されるものでもある。また、文字のもつ一般性 ・

形式性・明確性が文字を難 しく感 じさせる原因にもなっていると考え られる。「文字 を使 うよ

さ」を指導する際に、文字の一般性 ・簡潔性 ・形式性の指導の工夫が重要 となる。そこで、

文字の導入時に、生徒にとってわか りやすい 「言葉の式」のよさをとりあげ、「言葉」「記号」

「文字」を比較することによって、文字使用の必要性を感 じとらせる指導が重要であると考

えた。さらに、日常生活の具体的事象か ら題材を選び、生徒が積極的に活動する場面を設定

して、授業を展開することとした。
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3指 導計画

単元名 「文字 と式」

文字の導入

'文 字の使用

'文 字式の計算

(2時 間)… 【本時】

(4時 間)

(6時 間)

4本 時 の 目標

第1時 ・ジャ ンケ ンゲー ムに、積 極的 に参加す る。

・箱 は、 「数 が入 る場所」 で ある ことを知 る。

・言 葉の式 は、 クラス全 員の得 点 をま とめて表 して いる ことを知 る。

第2時 ・言 葉 と同 じよ さを もつ もの に、 「記 号」 「文字 」が あ る ことを知 る。

・「言葉」 「記 号」 「文字」 の 比較検 討 に積極 的 に参 加す る。

・文 字は、 「数が入 る場所 」 であ ると考 える ことが で きる。

5本 時の展開

(1)第1時

導

入

展

開

学 習 活 動

ジャ ンケ ンを しよ う

①
②
③

ル ー ル の 説 明 を 聞 く。

全 員 ジ ャ ンケ ン を20回 す る 。

勝 ち 数 と 引 き分 け数 を カ ー ド

に 記 入 す る 。

得点 を計 算す る。④

勝 ち数 は3点 、引 き分 けは2点

最 高得点 者 を表彰す る。④

自分の得点の計算式を作ろう

① 最 高得 点者 が得点 を出す式 を発表す る。

② 他 の 生徒が 自分 の得点 を出す 式 を発表す る。

板 書Aさ ん

Bさ ん

3x9十2x5

3x8十2x6

Cさ ん3×7+2×73×(勝 数)+2×(引 分 数)

Dさ ん ・ ・ ・ ・ …

Eさ ん ・ ・ ・ ….

みん な の式 を一 つ にま とめよ う

①
②
③

数 字 が 変 わ っ て い る 部 分 を 言 葉 で 表 す と何 と い うか 。

3×(勝 数)+2×(引 分 数)と 板 書 す る 。

用 意 され た 箱 に 全 員 が 自分 の カ ー ドを入 れ に く る。

指導上の留意点

・記 録 用 紙 ・カ

ー ドを 配 布 す

る 。
・ゲ ー ム性 を高

め る 工 夫 を す

る。

・代表者だけで

なく全員の分を

板書 したい こと

を強調す る。

・全員がカー ド

を入れ ることに

よ り数が入 る場

所 として印象づ

ける。
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展

開

ま

と

め

生徒 自身 で確 か める

式 につ い て考 え よ う

全 員が カー ドを入 れ る

① 「数字 の 式」 と 「言 葉 の式」 を比 較す る

② 「言 葉の 式」 の よさ につ いて 知 る

式を、「数字」で表す とその人だけの得点の出 し方になって し

まうが、「言葉」で表せば、クラス全員の得点の出し方をまとめ

て表 したことになる。

数学でいろいろな事柄 を式で表す とき、今回のように言葉を

「数が入 る場所」(箱)と して使うと便利である。

・箱 の 中 か ら、

カー ドを 出 し入

れ して 強調す る

・言葉を数字が

入る場所 として

印象づける。

(2)第2時

導

入

展

開

学 習 活 動

前時に学習したことを確紹しよ う

① 数が入る場所(箱)に ついて確認する。

② 「言葉の式」のよさについて確認す る。

数がスる場所としτ使えるものには.他 に何があるだ ろう

① 「数 が 入 る 場 所 」 と して 使 え る も の を考 え る 。

⇒ 「言 葉 」 の 他 に は 、 「文 字 」 と 「記 号 」 が あ る

f言 鍵Jr文 字ノr記 号ノ の3つ を比 べ τみ よ う

指導上の留意点
・指 名 して 発 表

させ る。

① わか りや す さ →

② 種 類 の多 さ →

③ 書 くこ との簡 単 さ →

④ 見た 目の良 さ →

⑤ 数が 入 る場所 と して考 えや す い→

プ リン ト例

挙手

自由意見

実験

挙手

挙手

孝

＼ 数 字
3xg+2x5

言 葉

3× 勝+2× 引

文 字

3Xa+2xb

記 号

3× 口+2× △

わかりやすさ ■ ・ 一

.■.

・「文字」が 出な

い ときは ヒン ト

を出す 。

製

ケ ♂

味 _o

・プ リン トで結

果 をま とめる。
・実 際 に書 き時

間 を計測す る。
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展

開

ま

と

め

3つ の比 較 か らわか る こ と

「言葉」

「記号 」

わか りやすい

数が入る場所として、考えやすい

だか ら、小学校では 「言葉」「記号」 を使 う。

ま と め を しよ う

① 「数 が入 る場所」 と して 、 「言葉 」、

「記号 」、 「文字 」 を考 えた

② 「文字のよさ」についてのまとめ

文字にはいろいろな長所がある。これか ら 「数が入る場所」で

ある文字について詳 しく勉強 していこう。

・教具 を使い効

果的に伝える。

・必要な らば文

字の順序性など

の話をする。

皿 授業の考察

1授 業後の生徒の感想

・す ごく楽 しかった。いつもの数学の授業は、ちょっと難 しいけど今 日は簡単で分か りやす

かったです。言葉や記号よ りも文字のほうが良 く使 うか らがんば りたい。今までは文字よ り

も言葉や記号のほうがた くさん使っていたからこれか らは文字の使い方もしっか りと覚えて

がんば りたい。

・最初は授業が2時 間も続 くなんてや りた くなかったけれ どジャンケンをした りしてす ごく

楽 しかった。授業 も分か りやす くて文字の ことが良く分か った。文字が全部の中で一番にな

ったのにはびっくりした。で も言葉 も記号 もそれぞれいいところがあるんだと思った。あま

り数学という感 じが しな くておもしろかった。

・授業を受けて、「日常で使わない文字式 をどうしてや るのだろう」という今までの疑問を解

くことができた。でも、文字 ・記号 ・言葉を比較 してみてあらゆる点で文字がいいことに気

がついた。文字を使うと一つの式でクラス全員が表せるなんてす ごいな と思いました。箱 も

わか りやすかったです。

・小学校のときはそんなに文字 を使ったほうじゃなかったけど中学では何 も考えず に文字を

使っていた。今 日の授業で文字 を使 うことがす ごく大切なことだとわか りま した。

箱の上に文字を書 いてか ら数を入れて計算することは文字だけでな く言葉 と記号 も仲間なん

だ とわか りました。
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2考 察

・生徒が誰でも参加できる題材(ジ ャンケンゲーム)に 生き生きと取 り組んでいた
。また、生

徒は授業展開の予想がつかなかったこともあり興味 ・関心 を示 していた。

・一人一人が箱にカー ドを入れることで、文字が 「数の入 る場所」であること、全員の得点が

たった1つ の式で表せることを実感できた。

・新 しいことを学ぶのではなく、既習の 「言葉」、「記号」の延長上に 「文字」が使われている

ことが確認できた。

・「数が入る場所」として 「言葉」、「記号」、「文字」をいろいろな角度か ら比較する ことで文字

使用の必要性が確認できた。

1V研 究のまとめ

今回の研究は、生徒が生き生き と取 り組むこと、文字の導入時における基礎的 ・基本的な考

え方を身につけるという2つ の視点で進めた。そのため、全員が参加でき興味 ・関心をひくよ

うな題材(ジ ャンケンゲーム)を 選んだ。さらに、基礎的 ・基本的な的な考え方として 「文字

は数が入る場所である」 と捉えるために箱を利用 し、文字使用の良さや文字使用の必要性 を理

解 させる指導の工夫 に努めた。実際に生徒の活動は意欲的にお こなわれた。また、 「数の入 る場

所」として箱を利用 したことにより、「言葉」、「記号」、「文字」が同じ目的で使用されているこ

とを理解 させることができた。さらに 「言葉」、「記号」、 「文字」の比較 によって文字使用の必

要性も確認できた。本来一般性や形式性が高いか らこそ文字が使用されているわけで、その理

由を確認できる授業を文字の導入時に体験できたのは生徒 にとって貴重な数学的活動であった

と思われる。

「数の入る場所」の意味を理解できる授業展開を通 して、文字の学習が深まったことは、今

後、文字の式の学習が進む上で大きな役割を果たすことと考える。

V今 後の課題

今回の研究では、「文字と式」の導入 ということで、文字を用いることの意義や必要性を明確

にする授業を試みた。最終的には、生徒にとって意外性のある授業展開ができるジャンケンに

よるゲームの導入を選んだ。生徒の生き生きと学習活動 に取 り組む姿が見 られ、研究のね らい

が達成できたもの と考 える。生徒はゲーム感覚で取 り組み、挙手による順位付けなど活発な活

動がなされ、予想以上の好結果を生んだことは幸いであった。あ らためて数学における 「よ り

身近な題材」による導入の大切 さ、指導の難 しさを感 じたところである。

文字の意味 と文字の有用性の指導は、段階をおって進めることが重要である。文字には 「定

数」「未知数」 「変数」 としての見方があり、方程式や関数の学習においても、教具に 「箱」 を

使って、「未知数」「変数」の考え方を生徒に適切に指導する必要がある。また、文字使用の必

要性も、整数の性質の証明などでそれぞれの学年 に応 じて指導することが大切である。そのた

めの教材研究が望 まれ る。

9



2班

1研 究の構想

学び合いを重視した学習指導の工夫
一文字式の計算と一次方程式の解法一

生 徒 の 実 態

・小学校の小数 ・分数の計算が十分身に

付いていないため、中学校での学習に

つまずきを覚える生徒がいる。

・文字式の計算 ・方程式の解法をそれぞ

れを学習した ときはできていたが、そ

の違いを理解できずに、混同 してしま

う生徒が多い。

・一斉指導だとなかなか取 り組めなくて

も、個別指導や小集団であると積極的

に取 り組める生徒がいる。

・計算 はできても、それ を説明する能力

がついていない。 また、お互 いに学び

合 うような雰囲気が、あま り見 られな

い。

指導の現状と課題

・小学校の小数 ・分数の計算の復習を1

年生の初めに行 うが、充分な時間確保

が難 しい。

・生徒の習熟度に基づいた授業計画が求

め られる。

・各単元 ごとに指導 した ときには、計算

力は身に付 くが、既習事項 を活用する

授業が十分でな く、計算力の確実な定

着に至 っていない。

・個 に応 じた指導法の工夫や教材教具の

工夫、考える時間の確保などに配慮 し

ているが、十分 とはいえな い。

研 究 の ね ら い

・基礎的 ・基本的な内容の確実な定着を図るとともに、既習事項を整理 ・活用すること

により、今後の数学的活動に意欲的に取 り組む ことができる生徒の育成を図る。

・わかることの喜び ・教えることの難 しさを体験 し意欲的に学習しようとする学習環境

作 りの工夫。

研 究 の 内 容 方 法

・生徒の実態把握のための、調査問題の作成、実施、分析。

・生徒一人一人の習熟度を考慮 し、基礎的 ・基本的な内容の確実な定着を図るための 「支

援プリント」の作成。

・クラスを少人数のグループに分 け、互いに教え合い、学び合う活動を取 り入れた指導

法の工夫。
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II

1

(1)主 題

(2)題 材 設定 の理 由

研究の内容

指導計画と指導事例

(3)教 材 のね らい

(4)指 導 計画

(5)本 時 のね らい

(6)授 業 展開

「文 字式 の計算 」 と 「一次方程 式 の解 法」(計 算 の復 習)

数学 の学 習 を進 め て い く上 で、文 字式 の計 算や 方程式 の解 法 な どは

確実 に身 に付 けさせな けれ ばな らな い。 しか し、 この ことが確実 に定

着 して いないた め、 自信 を喪失 し、以 降の学 習意欲 を高 める こ とので

きない生徒 が見受 け られ る。

そ こで、第1学 年で 学習 した"一 次式 の計 算"と'一 次 方程 式の解 法"

を補 充的 な学習 と して取 り上 げ、生徒一 人一 人の習熟 度 を考 慮 し、「で

きる」達成 感 と 「わか る」充実 感 を一 層高 め られ るよ う、上記 の主題

を設定 した 。 また、'一 次式 の 計算"ど 一 次方 程式 の解 法"は 、そ れぞ

れ に学習 して いた ときにはで きて いた が、単元 の学 習後 、二つ の計算

方法 を混 同 して いる生徒 もいるため、二 つ の指 導 内容 を一つの授 業で

扱 う ことで 、そ の違 いを正 しく理 解 させ る ことも合 わせて 目標 に した。

学年 が進 む に したが い、生徒 の学習 意欲 ・学 力に大 きな差が表 れ る。

意欲 的 に始 めよ う として も一 問 も解 けず にや る気 をな く して しま うこ

ともある。そ の繰 り返 しの中で 「数学嫌 い」 にな って しま う生徒 もい

る。

そ こで、今 回 は基 本的 な問題 か ら始 め、 どの生徒 も 「わ かる喜 び」

「で きる喜 び」 を感 じ られ よ うに指導 内容や方 法 を工夫 した。 また、

支援 プ リン トで は様 々な ヒン トを挿 入 し、 自分 で考 えなが ら学習が進

め られ よ うに した 。

「前時(30分)」 ………計算 問題(20問)を 解 く。

一次 式の計算 と一 次方程 式の習 熟度 を調べ 、一 人ひ と りに支援 プ リ

ン トを用意す る。 また、先 生役 の生徒 を決め る ときに も利用す る。

「本時(50分)」 … ……支援 プ リ ン トを解 く。

支援 プ リン トを利用 し、教 え合 い、学び 合 う時 間 を確保 す る。

「次時(30分)」 … ……計算 問題(20問)を 解 く(2回 目)。

前時 との違 いを確認 し自己 評価 を行 う。

一次式 の計算 と一次方 程式 の解法 を理解 し
、解 く ことがで きる。

支援 プ リン トは、個 人分 に分 けて お く。 前時 のプ リン トを参考 に、 グルー プ分 け ・席決

め をす ませ てお く。

【グルー プ分 けの方法 】

① 学級 を14グ ルー プに分 ける。

② 各 グル ー プに教え る役割 の 生徒 を一 人ずつ配 置す る。

教 え る役割 の生徒は 、十分な 計算 力を身 に付 けて い る とともに、 リー ダー性 を もっ

て いる生 徒 ととす る。
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③ 各グループの教え合い、学び合いの活動では、生徒同士の人間関係を重視す るとと

もに、なれ合 いにならず適度な緊張感が持てるように配慮 した。

(本 時)

導

入

5

分

展

開

40

分

生徒の学習活動

○授業の準備をし、教師の

話を聞く。

指定 された グルー プ(2～

4人)に 分 かれ る。
一 岡

..:麹
.、 岬 羅 __

・ 撒 璽 謹

血 滋 ば ..,

・画

各 自、支 援 プ リン トの例

題 を参考 に、 問題 を解 く。

支援 プ リン ト1枚 毎 に、

グル ー プ内で答 の確認 をす

る。

誤 った と ころを生徒 同士

で教 え合 い、 も う一度 問題

を解 く。

次 の支 援 プ リン トに取 り

組む。

教師の指導と支援

㊥ 本時の進め方にっい

て話す。各自が目標をも

って、学習進められるよ

うに十分な動機付けを行

う。

㊧ 準備のできない生徒

には個 人的 に声 をか け

る。

㊨ 各自に間違えた問題

の支援 プ リン トを配布

し、正 しい解き方の確認

をさせる。

各班の班長は、班員の

手助けを行 う。

㊤ 各班を巡回し班長の

手助 け を行 う。

評 価

【数学 へ の関心 ・意欲 ・態 度】

◇説 明 を しっか り聞 いて い

るか 。

ぜ 懸

【数学への関心・意欲 ・態度】

◇支援 プリン ト、 ヒン ト、

友達の助言を参考に問題を

自ら解 こうとしているか。

◇他の生徒への手助けを意

欲的に行 っているか。

【数量、図形などに

ついての知識・理解】

◇先生役の生徒の助言によ

り文字式 ・方程式の計算の

方法を理解 しているか。

【数学的な表現・処理】

◇確認問題を解き文字式の

計算 ・方程式の解法を習熟

したか。

◇他の生徒に自分の考え方

や解法を論理的に伝えてい

るか。

【数学的な見方や考え方】

◇等式の性質を根拠 に移項
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ま

と

め

5

分

自己評価 を行 う。(5分) ㊨ 自己評価を行わせる。

㊥ よく考え書かせる。

本時の成果を振 りかえ

させる。

などの方程式の解法を説明

できたか。理解できたか。

【数 学へ の関心 ・意欲 ・態 度】

◇ 自己を振 り返 る ことが

で きたか。

(8)授 業 の評価 ①

②

③

④

0

「一次式 の計算 」が定着 したか。

「一次方 程式 の解 法」 が定着 した か。

「一次式 の計算」「一次方 程式 の解 法」の違 いが理解 で きたか 。

「で き る」達成 感 ・「わか る 」充 実感 を経 験 し、学 習意 欲 が 向

上 した か。

グルー プで、教 え合 い、学 び合 いの協 力がで きたか。

一 口 【例題】3〔-2X十1)-2(X-3)

=
.∫L乱 二zx.一 土 上～一ニ ヱ エ.x,;3よ.

-fiX十3-2%十6

=-8X十9… 〔答)

【計算の方蓬】

i羅欝酬

【●遮問魍】 次の計算をしなさい。
①3(2X-D-

=3(2X-1)

=6X-3

1支ロプリント③∫で脱明

5】 焼戦問ロ(分敷の形倣)

⑰
一2X十1X-3

【分数式の加減途】 がで曹る.一
46

⑪
‐zx十ix‐a

【分融式の方程式1
の解怯がで書る

一 ユ1

46

【問題】 次の計算をしなさい・

①5(X+2}+8X-4

② 一3X-9-8X+5-

=-3X-8-BX+5

胃一11X-4

「支鰻プリント②」で説明

②3`X-2}十4(2X-3}

●-2(X+3)十3(2X+1)●4(2X-1)-2(2X+3)

⑤X十4-7(2X十D ⑥2(X-3}一(2X-41
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OX4
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7

x璽 一2

【齢算の方法,

(1)隣 辺に12を かlfる.カ7コ を利用する.

(分数壷彊激に己すため)

(2】 左辺・右辺をそれぞれ計翼する.

約分をして、分働を掴く↑.

(分敷皆霊敷に直す.)

(3〕xの 項を左辺に.数 だけの頃を右辺に

鍋める.
(4〕 左辺・右辺をそれぞれ塞とめる.

「
1

ー

(5)左 辺・右皿をXの 係数で劇る.

左辺・右辺を別々に的分する.
(左辺isxだ け,右 辺は●像や分該になる.,
(R9に も強意する.,

【岡口】 次の方霜武を鵤曹なさい.

①3xI7x見

2332

・・[一 一一1=6x〔 一 一一1

m

「計翼で妻すと,

z
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ixlz

-_

「計算で妻すと」
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÷
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1056巳5

G・r-・-1-・ ・[一 一一]

十 =

冨

一 昭一

x冒 一 x

　
轟轟

・

欝

「

:
茨

贈

"

欝

蘇

『

鉱

謡
F

…

へ
し

　

ワ

ド

=

'

…

、

弩

　

　

マ

げ

　

お

ド

し

マ

、

憲

照

論
難

藝
慧

ヘ
ギ

く
ず

ヂ

乙

∵

串
F

、ざ

、獲傘

㍑

繕

鍵
驚
藷

購
鞠

蕪
蕪

論
熱
勲

.灘

鰹

鱈噸
瓢撫
縫
ご肇惣

,二評F・ ・

唱♂「【「肖

ド 、 ㌢

覗 漣 夢画}

プ 高 ・'串 ノ

鰍 蝿
..

く 尋瓶 ノ ワrr

"洩 v弊 く㍗ 一う

.4

臨 甑、
鴛

玄 凌痩 、 ノ ワ コ ト 　

!

■wい 閉 曜 ・ヘノ}

脳 ・'`・}1

壌

,�・ 噂 馬

宅 こr

噸罫
「
薗

臨

き
憂

雲

過》

「
.
墜
a皿炉

脚ー
急
蜜

齢

織

-

亀

㌔
'

一繊灘

罫
鰍
ご'

'=

㍉魁

覗

醜
懸

酬

ー

ワ
.

串

、

茎

一

酔 」ミ

恥

ぜ

鞍
、

i

ダ

・磯 繕

一14一



皿 授業 の ま とめ

授業後 に行 った 生徒の 自己 評価 カ ー ド、授 業 のア ンケー トを もとに し、授 業 のま とめ を行 っ

た。

「楽しかった」「もう一度やりたい」などプラスの評価が多かった。

(生徒の授業の感想 の93%を 占める)

理 由1

(1)

0

『で きるよ う にな った』(授 業が よ くわか った74%、 わか った23%)

1対1で 先生役 の生徒 がつ いた。

スモ ールス テ ップで進 め る ことが で きた 。

ア 確 認 を しなが ら、安 心 し自信 を もって進 め られ た。

イ 間違 え にす ぐに気 付き、 正 しい解 法 の習 得が行 われ た。

r
「 生 徒 の 感 想 」

○分か らなかったことができるよ うにな りとてもうれ しい。

○友達だと簡単なことでも気楽に聞けてよかった。

○友達だと同じことで も何度 も聞けよかった。

○友達がそばにいてくれたので、先生を待たずにすぐに聞くことができた。

へ

ノ

② すでに問題が解けるようになっている生徒 も先生役 にな り、新 しい課題を持って学習

を行 うことができた。

ア 他の生徒に説明するため、数学的な根拠か ら説明を行い、数学的考え方の習得を

行 うことができた。

イ 説明を行 うために、論証の必要性 を感 じ、その経験を行 うことができた。

ウ 自分 と異なる解法を知ることができた。
「 「 生 徒 の 感 想 」1

0人 に理解 してもらえるよ うに説明するのは難 しかった。

○教えるときに、自分 ももう一度考えるのでさらに、理解ができるようにな った。

LO自 分とは違 う解き方を知った。 ノ

(2)支 援 プ リン トの利 用。

(支援 プ リン トがた いへん に役 に立 った64%、 役 に立 った32%)

① 事 前 に、色 々な 計算の過程 が網羅 された 問題(18問)を 解 く。 すべ ての 問題 につ いて

支援 プ リン トを用意 した。

ア ー人一 人の習熟 度 に応 じた教 材 を準 備す る ことが で きた 。

イ ー人一 人のペー ス に合 わせ 、学習 を進め る ことが できた 。

ウ 何 がで きる ようにな ったのか 、一枚 一枚 のプ リン トか ら確 認 でき 、達 成感 を持 って

学習 を進 める ことがで きた。
「 「 生 徒 の 感 想 」1

0自 分 の 間違 えや す いところが分 か った。

○始 め は プ リン トが 多 いと思 った けれ ど、解 いて いく うち にどん どん解 け るよ う

Lに な り楽 しくな ってき た。 ノ
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理 由2『 コミ ュニ ケ ーシ ョンが取れ た』

(友 達 とよ く協 力で きた66%、 協 力で きた28%)

(1)友 達に教えること ・教わることの体験

(2)友 達に親切 に接すること ・親切 にされることの体験
r
「 生 徒 の 感 想 」

○友 達が分か って くれ ると、 とて もうれ しか った。

○友達 が優 しく教えて くれ るのが とても うれ しか った。

へ

ノ

N研 究のまとめ

今回の研究では、中学校の数学の基礎 となる文字式 ・方程式の問題 を解 くためには、どの

ような能力が必要なのかを考え、指導方法や 問題作成を行なった。習熟度 に応 じた問題作 り

や、その後のグループ学習で使用する 「支援 プリン ト」作 りに時間をかけた。特 に 「支援プ

リン ト」は、段階 に応 じて例題の書き方や、解き方の例を何種類か作 り、数学を苦手 にして

いる生徒で も自ら考 え意欲的に取 り組めるような内容にした。また、数学 を得意としている

生徒でもそのプリントを見ることによってそれぞれ問題の解き方や考 え方 を再確認でき、基

礎 ・基本の定着を目指 した内容 になっている。その結果、支援 プリントを使っての授業では

全員が集中力を持って取 り組むことができた。

「学び合いを重視 した学習指導の工夫」においては、クラスを少人数のグルー プに分 け、そ

の中に先生役になる生徒を決め、お互 いに教え合い、学び合 う環境を作った。その結果、普

段の授業では、なかなか質問をすることができなかった生徒でも、友達同士 ということもあ

り気軽 に質問することができる雰囲気になった。また、先生役になった生徒も友達に教える

ことを通 して、人に教えることの難 しさや今まで当た り前のように解 いていた問題の中か ら

新 しい発見があり意欲的に取 り組む姿勢が見えた。

V今 後の課題

「基礎 ・基本の定着」を目指し、今回の研究では、単元を文字式の計算 と一次方程式の解

法に絞 り実施した。他の単元 についても同様な授業を実施する ことにより基礎 ・基本が定着

す ると思われるが、一回の取 り組みに2～3時 間を必要とするため今回のような授業形態は

学期に一度できるかどうかが現状である。 また対象となる単元が終わった後、どの時期にこ

の授業を実施すると効果的な ものになるか ということはさらに研究を要す る。

「学び合いを重視 した学習指導」は、数学に限 らず他の教科や総合的な学習の時間にも

必要なものであるので、グループ分けは生徒同士の人間関係を正確 に把握 し、特に慎重に進

めなければな らない。
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3班

1研 究の構想

楽しみながら、意欲的・主体的に取り組む選択授業の工夫

生 徒 の 実 態

・基本的な計算はある程度できるが 自ら

考える力が不十分である。

・数学に対する苦手意識が強 く習熟度に

差がある。

・数学を勉強する意義が見出せず、どの

ような場面で数学が使われているか関

連づけられない。

・抽象的な内容よ り身近な具体的な内容

に興味を示す。

指導の現状 と課題

・作業、観察、実験、調査などの活動を授

業に取 り入れる必要がある。

・習熟度 に応 じた授業展開が必要である。

・一斉授業に終始 しがちである。

・生徒が自ら課題を設定 し、主体的に取 り

組む時間を確保す る必要がある。

・生徒の意欲 を高める指導のために評価を

工夫する必要がある。

・選択授業の拡大 にともない学年に応 じた

指導内容 ・教材 を工夫する必要がある。

・主体的に考え、解決できる教材の開発が

求められる。

研 究 の ね ら い

・身近にある事象を取 り上げ、数学に興味を持ち、意欲を持って取 り組む姿勢を育てる。

・生徒自らが課題解決をすることで問題解決能力を育てる。

・数学の楽 しさを知 り、生活の中で数学の有用性を実感できる生徒を育てる。

・調べ学習などを通して、自ら学び、考え、さらに協力していく態度を育てる。

・多面的に考 え、解決できる教材を開発す る。

研 究 内 容 方 法

生徒が興味 ・関心を示 し、意欲的に取 り組める内容を取 り上げる。

操作的活動を通 して数学の楽しさを実感できる授業の工夫をする。

〈実践例〉 ・ピラミッドに関する調査や課題解決。

・生徒自らが 「調べ・考 え・発表する」授業の展開。

17



皿 研究の内容

1題 材設定の理 由

数学は難 しく、わか りにくい教科 と思っている生徒が多く、また何のために数学を学習す

るのが理解できない生徒 も多い。さらに、選択教科 としての数学を希望する生徒の中には、

数学の学習に意欲的に取 り組む生徒ばか りでなく、学力の差が大 きい場合 もある。

数学が、身近なものの中で どのような関わ りをもち、役立っているかを実感させ ることで、

苦手意識をもっている生徒 も興味 ・関心をもって学習活動に取 り組むことができると考え、

以下のような観点で題材を考えた。

・苦 手な生徒 か ら得意 な生徒 まで、手応 え を感 じる 内容で ある こ と。

・身近な 内容 で取 り掛 か りや す い もの。 ・グル ープ学習 に適 した もの 。

・複 数の解 き方が あ る もの。 ・数学 的な 見方や考 え方 を育 て られ る もの。

・作 業、観察 、実験 、 調査 な どの活 動 を多 く取 り入れ られ る もの。

以上のような観点か ら、誰でも知っていて謎が多い 「ピラミッ ド」を取 り扱うことにした0

神秘的なピラミッ ドを取 り扱 うことで生徒の探求心 を育て、 これまで学んだ知識や技能、見

方や考え方な どを総合して解決できる力や問題解決能力を育成 し、実際に観察、操作や実験

を通 して数学の楽 しさ、有用性 を実感させるものとした。

2学 習指導案

(1)単 元名 「ピラミッ ド」

(2)指 導 計画1～5時 限 目

6～8・11・12時 限 目

9時 限 目

10時 限 目

13・14時 限 目

15時 限 目

(3)本 時 の 目標

「ピ ラ ミ ッ ドにつ い て の 調 べ 学 習 と 発 表 」

「課 題 学 習 」(ワ ークシート1・H・N・Vを使う)

「立 方 体 の展 開 図 を 調 べ る」(ワ ークシート皿を使う)・ ・

「ピ ラ ミ ッ ドを作 る 」

「ピ ラ ミ ッ ドパ ワ ー の実 験 」

「ま とめ 」(ア ンケートを行う)

・展開図は一様でないことが理解できたか。

・もれな く数えるには場合分 けが必要であることに気付いたか。

【本 時】

・縦6× 横8の48個 の正方形か ら立方体の展開図が最大で何枚切 り取

れるか。

(4)指 導案

学 習 活 動 指導上の留意点 評 価

導

入

・本時 の内容 を説明 を聞

く。

・工作 用紙 を配布。 ・説 明 を しっか り聞

いて い るか 。
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展

開

・問 題(1)を 考 え る。

・問題(2)

① を考 える。

・問題(2)

② を考 える。

一

グル ー プになる。

・問題(3)を 考 える。

・ワーク シー ト皿 を配 布 。

・ワーク シー トは ノー トに貼 ら

せ る。

・正方 形は ば らば らに切 り取 っ

て もよい ことを再度確 認 す る。

・48÷6=8個 の立方 体 を

作 る ことが でき る。

・展 開図 は少な く とも1辺 を共

有 して いる ことを確 認す る。

・各 自工作用紙 を使 って切 り取

りなが ら考 え させ 発表 させ る。

・場合分 け に気付 かせ る。

6つ

5つ

4つ

3つ

19一

・丁 寧 に貼 れて い る

か 。

・1辺5cmの 正方 形

は1枚 の工作用紙 で

は

縦6× 横8の

48個 に気 付 いたか。

・積極 的 に取 り組 ん

で いるか。

・他 の人の発 表 を し

っか り聞 いて い るか

・もれ な く場 合分 け

で きたか。

など



ま

と

め

・作った展開図を組み合わ

せることで、できる最大数

を求める。

2つ

・各 グル ープで足 りな い ものを

切 り取 らせ る。

・作 業で いろ いろな場合 を考 え

させ 発表 させ る。

・最大 数 は 「6つ 」で ある。 ※

・全部 でll種 類 あ る

ことに気付 いた か。

・協 力で きたか 。

・意欲 的 に取 り組 ん

で いるか。

・6つ で ある こ とに

気付 いたか 。

・展 開 図は一様 でな い ことが 理解 できた か。

・もれな く数 えるため に は、場合分 けが 必要で あ る ことに気 付 いたか。

・最大 数 は求め られ たか。

※ ・同一種類の展開図を使った場合 といろいろな展開図を使った場合に分けて考えさせる。

.展開図}よA,2コ とB、それ以外1'1'1[ρ
12345123412341234

・… に大 き く分 け られ る。 また、A以 外 の展 開図 には必ず 突起が つ いて いる。

(上 図 の塗 りつ ぶ した部分)一 番 下 にAを2枚 横 に並 べて お き、そ の上 にBを 並 べて い

くのが効 率的 な並べ 方 の一つ であ る。

そ して 、で きるだ け1ヶ 所 に隙 間を集 め

て い く。

しか し、そ の隙間 には 、Aに は5つ 分

の長 さが あ り、Bに は突起 があ るため ど

の展 開 図 も入 らな い。

したが って最大 数 は6で あ る。

皿 授業 のま とめ

1ア ンケ ー ト結果

(1)観 点別 に自己評価 してみ ま しょ う。

協力して取り組んだ、二

一
」 ■

B

「
B

A_

1 B

」 。酉B「隅
IA-i

IA一 i 1一 AI AI A
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(数学的な考え方)

場 合分 けできた;,一

警蕊獣礪 マ纈懸簾一一最大数が見
つけられた

/

0%20% 40% 80% 80%

展開図がかけた

自分の意見が言えた

まとめたことを説明できた

40% 60%

(2)今 日の授業 につ いて評価 してみ ま しょう。

(ア)今 日の授 業 の内容 は分か りま したか。(イ)ピ ラミ ッ ドまたはエ ジ プ トの ことを

さ らに深 く調 べてみ た いと思 います か。

a
今 日の授粟の内響

■とてもよくわかった27%

0わ かった73覧

0あ まりわからなかった0瓢

0わ からなかったoz 懇
さらに調べてみたい

■強く思う9%

ロ思う62%

ロあまり思わない9%

ロ全く思わないo%

(3)今 日の授業で難 しく感 じたことは何ですか。

・最大数がなかなか見つけられなかった こと。

・展開図の数 を求めること。

・展開図をすべて切 り取った こと。

(4)今 日の授業で発見したことは何ですか。

・立方体の展開図が11種 類あること。

・立方体の展開図で場合分けができること。

・1枚 の工作用紙か ら展開図の種類によっ

て立方体が5っ または6っ 切 り取れる。

.50

懇 ・

～箋恥
(5)選 択 授業 で 「ピラ ミ ッ ド」を取 り上げ ま したが 、感 想 を聞か せて くだ さい。

・お もしろ く、 いっ もの数学 よ り自分で考 え発見す る ことが で きた 。

・調 べて いる うちに、 お も しろ くな った。 また 、 こうい うのをや ってみた い と思 う。
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・歴史 を調べ るのが 大変 で、数 学 に関係な い。

・普通 に生活 して いて 、 「ピ ラミッ ド」 につ いて

知 る ことなんて な いか ら、 知識 の幅が広 が り、

とて もよか った。

(6)次 に取 り上 げたい 内容は何 が いいですか 。

具体 的 に書 いて くだ さい。

・万里 の長城 ・モ アイ像 ・円周率

・ミステ リー サー クル

2授 業 の考 察

(D「 ピラミッ ド」という不思議なものを題材にすることで、生徒に興味 ・関心をもたせ、そ

れを数学的 に考えさせ、数学の有用性 をとらえさせることができた。

(2)立 方体の展開図にはいろいろな形があ り、もれなく調べるためには場合分 けが必要であ

りそれによって、11種 類の展開図を見つけだすことができた。

(3)1枚 の工作用紙か ら立方体の展開図が 「最大で6つ 」切 り取れ ることをパズル感覚で作業

させなが ら気付かせることができた。

(4)生 徒自身が課題 を見つけ、筋道をたて、考 え、解決することで数学の楽しさを実感 させ

ることができた。

1V研 究のまとめ

教科書の中にピラミッ ドに関する記述を時折 目にする。 このピラミッ ドは、正四角錐 とい

う立体 として見ることでその体積や表面積の求積、また底面がほぼ正確な正方形であったこ

とから直角の作図、さ らに1つ の切石が立方体 に近い直方体である ことか らその個数を求め

ることなど数学的活動にかかわる部分が多い。

実際の授業では、ピラミッ ドを積み上げている切石を立方体 として とらえ、その立方体の

展開図を作る必要があることに生徒が気付いた。ではどのような展開図が考え られるのであ

ろうか?と いう疑問か ら,展 開図の種類の学習が始 まった。試行錯誤でいくつかの展開図を

生徒は見つけることができたが、それが全部で何種類あるのかをもれなく見つけるためには

場合分けが必要であることにも生徒は気付き、その学習の必要性にせまられた。その学習過

程において生徒が 自ら学び,考 え、さらに協力していく場面が数多 く見 られ、ね らいが達成

できたものと考える。また、ピラミッ ドに関 しての実験や観察によって、実際の生活の場面

での数学の有用性 も実感できた ことは今後の数学的活動に大 いに有効であると考 えられる。

V今 後 の課題

(1)身 近で、生徒が興味・関心を示す教材 ということで 「ピラミッド」を取 り上げたが、内容

が豊富で焦点 を絞 らないと授業の 目標がぼや けて しまうので、十分配慮が必要である。

(2)展 開図を工作用紙 に効率良く並べるためには、教具の工夫が必要である。

(3)操 作や作業を通 して、自ら考え解決することができたが、今回の立方体の展開図を場合

分けする考え方を他の図形分野へ拡大し、発展できるような教材の工夫も必要である。
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ト

ワ ー ク シ ー ト皿 3年 組 番 氏 名

.II

」

L

◎ 立 方 体 を 作 る

1枚 の 工 作 用 紙 で.,辺5cmの 立方 体 の震 開 図 が最 大何 個 切 り取 られ るだ ろうか 。
以 下 の 順 に考 えて み よう。

(1)工 作 用 紙 を使 って1辺5cmの 立 方 体 は いくつ 作 れる か 。
(正 方 形は 切 り離 してもよい 。)

(2)立 方 体 の 展 闇 図 は い ろい ろ考 えられ る。

① どの ような 展 開 図 が あ るか 書 い てみ よう。

② もれ が ない ようにす るに は どの ように工 夫 す れ ば よい だろうか 。

(3)(2)で 考 えた よ うな 隈 開 図 を1枚 の 工 作 用 紙 か ら 切 り取 る に は 最 大 で い くつ

切 り取 る こと が で き る だ ろ うか 。

ア ン ケ ー ト 3年 組 番 氏 名

一一'一 一 　 、

1.今 日 の 授 粟 に つ い て 自 己 評 価 して み ま し ょう

(1)今 日 の 掻 集 の 内 審 は わ か り ま し た か.

・とて もよ くわ か っ た ・わ か っ た ・あ ま りわ か ら な か っ た

・わ か らな か っ た(内 審:》

(2)観 点 別 に 自 己 評 価 して み ま し ょう.

A… 十 分 で き た 、8… で き た 、C… や や 努 力 が 必 要.D… 努 力 が 必 要

① ・意 歓 的 に 融 り組 め た 。

・他 と協 力 しな が ら 敢 り組 め た 。

・他 の 童 見 を しっ か りと 聞 け た 。

② ・場 合 分 け で き た.

・最 大 数 が 見 つ け られ た 。

③ ・展 開 図 が か け た 。

・班 員 に 自 分 の 意 見 が 貫 え た.

・ま と め た こ とを 他 に 説 明 で き た.

④ ・新 た な 知 繊 を 得 る こ と が で き た 。

・他 の 意 見 を 理 甥 で き た 。

・い ろ い ろ な 展 開 図 が あ る こと を 知 っ た 。

2.ピ ラ ミッ ドま た は エ ジ プ トの こ とを さ ら に 深 く調 べ て み た い と 思 い ま し た か 。

・強 く思 う ・思 う ・あ ま り 思 わ な い ・ま った く思 わ な い

3,今 日 の 掻 粟 で1番 苦 労 し た こ とは 何 で す か 。

4.今 日 の 授 粟 の 中 で 艶 見 し た こ と は 何 で す か 。

5.選 択 授 桑 で 「ピ ラ ミッ ド」を 取 り 上 げ ま した が 、感 想 を 聞 か せ て くだ さ い 。

6.今 回 の 摂 巣 で は 「ピ ラミッ ド」を 取 り 上lfま した が 、次 に 取 り上 げ る 内 容 は 何 が よ い

で す か 。具 体 的 に 書 い て 下 さい 。

る 内 容 は何 が よい
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ピう竃ッドの鷹 薗の 正オ 島費伸るには.竃 負が伸 国で9吃 くてはならkい.
そ二で.鳳 韓 の悸口.コ ンパ スと窟慨 費醜 つて停 国セ よ.
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{2}置 韓h上 の ●,を 逼る●韓 を弓II,.1)1直Aか ら巴 纏mに 口 鳳壷弓1け.
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盧角 磨引いて.ビ ラ竃ツドの 嘘置
ω正 方慰壷俸 自せ よ.
ただし.竃 珊は 麿鍾f引 くだけと
して壇 用し」長 さは崩らQい 二と.
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ピラミ7ド の遭 貞は 、慮 傳の 鋭角繧 の交 貞を逼 る量Ym上 にある・
この 量纏ml塞 射 角轍ABのO劇 を踊 る.
す雛わち ・mほ 旭 の 邑瞳 二辱分● である.P
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6.ギ ザの3次 ビう義ツドは.宿oよ うな懐o属 郎1:晶 る.
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ス フ ぐン9ス
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{1}カ7,一 … とス7イ ンクス壁
Mぷ 醒鍾健 累闘憲鎗`直 繊 と
一敷†a.ウ7… のピ,37ド

塾過 り。この口 鱒と寧丹a盧 韓
を弓1け.

口

」ン 禽 り,亀 ■

2⊃,7… を申0と して竃の 力禽に
60・ 口 転し虹メンカウ つ嘩 王の
位 置書伸自 によって虞めよ.
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(1〕 大人 ガ100k`楠 ちtHらhる とLて.2.5ト ンのsを 搏ち上 げるには臼 人の
去人が 必翼か.

(x}100`の 石を斜眠30蟹 のM園 上 砦運ぷの にどれ くらいの 力がs顕 か.

JO'

〔3,2.5ト ンの石 壷嘱 盧30臓 の嘱園 上董逼 ぶ1二1塞どれくらも、のカ ぶ6撰 か

ぜ4}そ れf鍵 行するには 爾人の 大人が0璽 か.

6ト ンの石 の体 積葛取め てみよ.(5,石 灰嵜の8匿 董綱ぺr2

5ト ンの石n「立 方体と脅 えると冒辺 骨rhの 筍 が.(812
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1

① 忠の スロー,畳 伸ってsを 竃び上efた と脅髭て鵯蟹30醒 ではビ,亀 ッド重でo
顧瞳 はい《つ,.

＼
/

腐.さ《つ②その と曹の 土ω偉 蟹

＼

/

て闘 じよう塵:身兎てHxう

 

②①fi麿 ではどうだ ろうか鯛 屡

① 働,ら 晃た搬子 を描 こう.

2鳳3腰

4鍛5融

② 上 から見た繍子盲橘こう.

2段3殿

4殿5殿

04殿 のピラミッドの斜め よ」
渉 ら晃 た繍子 を櫛 二う●

④殿 とそのsに ある立方 体の偶皇 の麗 爆を撮 らう.

融 1 z 9 6 B ,■ 亀 【 ■ ■ ■

その麟に
ある■臓 1 ¶.嫡 ■o■

⑤ どんな瞬儀aあ ると曾 えるか.

⑤148鍛 の ビうミッドに ついて.殿 と榎わ れた立方 体全 健の 薗敷 との瞑優 壱身えよう.
どんな弐で衰されるだるうか。
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